
 

 

田辺市役所及び田辺市民総合センターの今後の整備に関するアンケート 

ご協力のお願い 
 

平 成 28 年１ 月 20 日、市内 各 種団 体 の 代表 、公 募 委員 及 び 学識 経 験者 、

合計 20 人に よ り 組織 す る「 田 辺市 庁舎 整 備方 針 検討 委員 会 」が 設 置さ

れま し た。  

当 委 員 会 で は 、 市 役 所 本 庁 舎 及 び 市 民 総 合 セ ン タ ー の 今 後 の 整 備 方 針

（ 両 方 の 庁 舎 を 耐 震 改 修 す る か 、 ど ち ら か の 現 在 地 に 建 て 替 え る か 、 別

の 場 所 に 新 築 し て 移 転 す る か ） に つ い て 検 討 し 、 ８ 月 頃 を め ど と し て 、

市長 に 意見 を 答申 する 予 定で す 。  

こ の ア ン ケ ー ト 調 査 は 、 当 委 員 会 に お い て 、 市 民 の 皆 様 に こ れ ら の 庁

舎 に つ い て の お 考 え を お 伺 い し 、 今 後 の 庁 舎 整 備 方 針 の 検 討 の 参 考 と し

て活 用 させ て いた だく た め、 実 施す るも の です 。  
な お 、 調 査 に 当 た り ま し て は 、 満 １ ８ 歳 以 上 の 市 民 の 皆 様 の 中 か ら 、

３，０ ００ 人 を無 作 為に 抽 出い た しま して 、送付 さ せて い ただ き まし た 。

ご 記 入 い た だ い た 内 容 は 、 統 計 的 に 処 理 し 、 個 人 に 関 す る 情 報 を 公 表 し

たり 、 本調 査 以外 の目 的 で使 用 した りす る こと は 一切 ござ い ませ ん 。  

お 忙 し い と こ ろ 、 誠 に 恐 縮 で は ご ざ い ま す が 、 本 調 査 の 趣 旨 を ご 理 解

いた だ き、 ア ンケ ート に ご協 力 賜り ます よ う、 お 願い 申し 上 げま す 。  

 

平 成 28 年 2 月  

田辺 市 庁舎 整 備方 針検 討 委員 会  

 

ご記入、ご返送に際してのお願い 

・アンケートへのご回答は、ご本人が、ご記入ください。 

・ご自身で文章を読んだり書いたりすることが困難な方は、ご家族、知人等に代筆し

ていただいて結構です。 

・ご回答は設問ごとの説明に従って、該当するものに○印をお付けください。 

・選択肢の中で「その他」と回答された場合は、（ ）内に具体的な内容をご記入くだ

さい。 

・ご記入は、鉛筆、ボールペン、シャープペンシル、万年筆等でお願いします。 

・ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）にお入れいただき、平

成 28 年３月１8 日（金）までに、ご投函ください。 

 

【お問合せ先】 

 本 ア ンケ ー トで ご不 明 な点 等 がご ざい ま した ら 、お 手数 で はご ざ いま

すが 、 下記 の 担当 係ま で ご連 絡 をお 願い い たし ま す。  

■田辺市庁舎整備方針検討委員会 事務局 

田辺市役所 総務部 総務課 庶務係 

TEL：0739-26-9916（直） 

裏面がございます 



 

 

市役所本庁舎及び市民総合センターの現状と課題について 

 こ こ で 、 庁 舎 整 備 方 針 を 検 討 す る 背 景 と な っ て お り ま す 、 両 方 の 庁 舎

の現 状 と課 題 につ いて 、 簡単 に ご説 明申 し 上げ ま す。  
 

○ 市役所本庁舎及び市民総合センターの現状 

庁舎 

（所在地） 

本庁舎 

（田辺市新屋敷町１番地） 

市民総合センター（田辺市高雄一丁目23番１号） 

北棟 南棟 

構 造 鉄筋コンクリート造り 鉄筋コンクリート造り 鉄筋コンクリート造り 

階 層 地上５階建て 地上４階建て 地上２階建て 

建築年 昭和45年 昭和45年 昭和47年 

機 能 

市議会議場、市長室その

他市の事務所等 

市の事務所のほか、保健センター、福祉センター、

生涯学習センター、男女共同参画センター、市民

活動センター等 

耐震基準 満たしていない 満たしていない 満たしていない 

浸
水
の
危
険
性 

津波１ 想定浸水域外 想定浸水域内 想定浸水域内 

津波２ 想定浸水域内 想定浸水域内 想定浸水域内 

洪 水 想定浸水域外 想定浸水域内 想定浸水域内 

※ 耐震基準を満たしていない 震度６強の地震で倒壊又は崩壊の危険性があるとされる。 

※ 津波１ マグニチュード8.7クラスの東海・東南海・南海三連動型地震による津波 

※ 津波２ マグニチュード9.1クラスの南海トラフ巨大地震による津波 

※ 洪水  50年に１度の大雨による洪水 
 

○ 市役所本庁舎及び市民総合センターの課題 

 上 記 の 、 本 庁 舎 及 び 市 民 総 合 セ ン タ ー の 現 状 か ら 、 次 の よ う な 課 題

が あ り 、 今 後 、 整 備 を 行 う に 当 た っ て は 、 こ れ ら に 対 す る 検 討 が 必 要

と考 え られ ま す。  

・ 建物としての安全性の確保 

 耐震性能を確保することで、来庁者や職員と、災害対策拠点その他

の庁舎機能の安全性を確保すること。 

・ 立地による安全性の確保 

 津波・洪水による浸水から、災害対策拠点その他の庁舎機能の安全

性を確保すること。 

・ 立地環境の継続 

 本庁舎及び市民総合センターが中心市街地にあることにより、庁舎

周辺に及ぼす、まちづくりに寄与する効果について、配慮をすること。 

・ 市民サービス機能の向上 

 庁舎の分散、庁舎が手狭であること、駐車場の不足等の解消、バリ

アフリーや環境への配慮等、機能性が向上すること。  

 

裏面がございます 



 

- 1 - 

 

田辺市役所及び市民総合センターの今後の整備に関するアンケート回答票 

 

 あなたについてお伺いします。該当するものに、○印をお付けください。 

問１．性別 

１．男性          ２．女性 
 

問２．年齢 

１．29 歳以下  ２．30～39 歳  ３．40～49 歳  ４．50～59 歳 

５．60～69 歳  ６．70～79 歳  ７．80 歳以上 
 

問３．職業 

１．農林漁業の自営業 ２．商工業等の自営業・自由業（開業医、弁護士等） 

３．会社員・会社役員 ４．公務員・団体職員 

５．パート・アルバイト（学生アルバイトを除く。）  ６．学生 

７．家事専従者（専業主婦・主夫）   ８．無職（求職者・退職者を含む。） 

９．その他（                ）  
 

問４．現在のお住まいの地域は、平成 17 年の市町村合併前の旧市町村でいうと、どち

らですか。（旧田辺市の方はお住まいの町名・大字名に○印を、それ以外の地域の方

はお住まいの地区名に○印をお付けください。） 

●旧田辺市（お住まいの町名・大字名に○印をお付けください。） 

 ・上屋敷  ・中屋敷町 ・下屋敷町 ・新屋敷町 ・南新町  ・北新町 

 ・栄町   ・今福町  ・福路町  ・本町   ・紺屋町  ・片町 

 ・高雄   ・湊    ・磯間   ・末広町  ・東陽   ・扇ヶ浜 

 ・元町   ・目良   ・江川   ・古尾   ・天神崎  ・上の山 

 ・新万   ・朝日ヶ丘 ・あけぼの ・南新万  ・宝来町  ・東山 

 ・学園   ・文里   ・神子浜  ・新庄町  ・神島台  ・たきない町 

 ・上秋津  ・秋津川  ・稲成町  ・秋津町  ・むつみ 

 ・上万呂  ・中万呂  ・下万呂  ・上三栖  ・中三栖  ・下三栖 

 ・上野   ・長野   ・伏菟野  ・城山台 

 ・芳養町  ・明洋   ・芳養松原 ・中芳養  ・上芳養 

（お住まいの地区名に○印をお付けください。） 

●旧龍神村  ・龍神地区  ・上山路地区 ・中山路地区 ・下山路地区 

●旧中辺路町 ・栗栖川地区 ・二川地区  ・近野地区 

●旧大塔村  ・鮎川地区  ・三川地区  ・富里地区 

●旧本宮町  ・本宮地区  ・三里地区  ・四村地区  ・請川地区 
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問５．田辺市（合併前の旧市町村を含む。）に何年ぐらいお住まいですか。 

１．5 年未満 ２．5～10 年未満 ３．10～20 年未満 

４．20～30 年未満 ５．30 年以上  

 

問６．最近、約 5 年の間に市役所（本庁舎）を訪れたことがありますか。 

１．ある→（問 7．にお進みください） ２．ない→（問９．にお進みください） 

 

問７．どれくらいの頻度で市役所（本庁舎）を訪れましたか。 

１．ほぼ毎日 ２．週に 2～3 回程度 ３．週に 1 回程度 

４．月に 1～2 回程度 ５．年に 3～4 回程度 ６．年に 1 回程度 

７．その他（                       ） 

 

問８．主にどのような交通手段で市役所（本庁舎）を訪れましたか。 

１．自家用車 ２．タクシー ３．バス 

４．バイク ５．JR ６．JR＋タクシー又はバス 

７．自転車 ８．徒歩 

９．その他（                       ） 

 

問 9．最近、約 5 年の間に市民総合センターを訪れたことがありますか。  

１．ある→（問 10．にお進みください） ２．ない→（次ページにお進みください） 

 

問 10．どれくらいの頻度で市民総合センターを訪れましたか。 

１．ほぼ毎日 ２．週に 2～3 回程度 ３．週に 1 回程度 

４．月に 1～2 回程度 ５．年に 3～4 回程度 ６．年に 1 回程度 

７．その他（                       ） 

 

問 11．主にどのような交通手段で市民総合センターを訪れましたか。 

１．自家用車 ２．タクシー ３．バス 

４．バイク ５．JR ６．JR＋タクシー又はバス 

７．自転車 ８．徒歩 

９．その他（                       ） 
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 皆様にお伺いします。 

 

問１２．現在の市役所（本庁舎）及び市民総合センターの現状について、あなたのお考

えに近いもの全 て に ○印をお付けください。 

１．耐震性に問題があるため、大地震が来た時に不安がある 

２．津波や洪水の想定浸水域にあるため、被災後の災害対応に不安がある 

３．一つの庁舎だけでは用事が済まず、他の庁舎に行かなければならない 

４．古い建物というイメージがある 

５．駐車場・駐輪場が少ない 

６．高齢者や身体障害者に対するバリアフリー化が十分でない 

７．周辺の道路事情がよくない 

８．市民が自主的な活動に利用できる場所が少ない 

９．車や交通機関等で利用しやすい位置にある 

10．商店街や、公的機関、銀行等にも寄りやすい位置にある 

11．その他（                              ） 

 

 

問１３．市役所の機能について、あなたが重視されるのはどの機能ですか。 

重要と思われるものを 3 つ 選 ん で ○印をお付けください。 

１．住民サービス機能（戸籍謄本や住民票の発行等） 

２．相談機能（子育て支援や高齢者福祉、保険・年金等に関する相談） 

３．市民交流機能（会議やイベント等で市民が利用できるスペース） 

４．防災拠点機能（災害対策の拠点となること） 

５．地域振興機能（地域情報等の受発信機能の拠点となること） 

６．複合的機能（レストランや喫茶店等、民間施設との複合化） 

７．アクセス性（車や交通機関等での来庁のしやすさ、バリアフリーなど） 

８．シンボル性（市のシンボルとなるようなすぐれたデザインの建物であること） 

９．経済性（建物の寿命が長いこと） 

10．その他の機能（具体的に：                       ） 

 

 

 

  

裏面がございます 
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問１４．市役所（本庁舎）及び市民総合センターの今後の整備を考える際に、あなたが

重視される項目を３ つ 選 ん で ○印をお付けください。 

１．津波や洪水による浸水からの安全性の確保 

２．耐震性の確保 

３．庁舎分散の解消 

４．庁舎機能（バリアフリー、使いやすさ等）の向上 

５．駅からの距離 

６．車での来庁のしやすさ（幹線道路との接続、駐車場の利用のしやすさ等） 

７．市街地の活性化に配慮すること 

８．整備の容易さ（建設や改修の費用や用地の確保等） 

９．その他（                              ） 

 

問１５．これからの市役所の整備方針について、ご意見、ご提案を自由にご記入くださ

い。 

（自由意見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
誠に恐縮ですが、ご記入漏れがないかどうかを再度ご確認の上、返信用封筒（切手

不要）にお入れいただき、平成 28 年３月 18 日（金）までに、ご投函ください。 


